
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

                                                                     

 

 

 

 

 

“ばら組のおとまり会 大成功” （7/１９,２０） 

年長ばら組さんのおとまり会がありました。何週間も前から予定を確認

し、楽しみにしているようすがひしひしと伝わってきました。保護者の皆さ

んにとってもわが子と一日離れて過ごすという一大行事でもあったよう

です。おとまり会では「自分のことは自分でする」そして「なんでもできる

んだ」という力を確認してもらう行事でもあります。当日は、夜のキャンプ

ファイヤー時に雨天となり、“お楽しみ探検”に代わりましたが、その他は

予定通り計画を進めることができました。プールでの宝探し、カレーライ

ス作り、ゲーム大会、お楽しみ探検、雨が上がり打ち上げ花火大会と盛り

だくさん。その後は、シャワーで汗を流し就寝。大好きな仲間が一緒だと

なんでも乗り越えられる「気持ち」を強く感じたように思います。翌日、保

護者のお迎えの時には誇らしげなようすでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ささやまっこだより 

セミが鳴き始めましたが、例年のにぎやかさに欠けているようです。セミもいつになく気温が高いのにびっくりしているのでしょう！ 

今年は、プール遊びも雨で中止になることがほとんどなく、充実した活動になっているようです。熱中症対策として午前中の外遊びも短

くし、木陰で過ごすことや水分をまめに取ることを伝え、子どもたちも意識して動いてくれています。職員は室外のみならず室内でも子

どもたちの表情をチェックし安全につとめています。 

８月号 
令和 7年 8月 1日 

篠山保育園 園長 足立善一郎 

    

８月の行事予定表  

９日(土) 園内研究会 

２０日(水) プールあそび終了 

２１日(木) 避難訓練  

２６日(木) 誕生会  

   25 日…えいごであそぼう(ばら組) 

18 日…えいごであそぼう(ふじ組) 

    

９月の行事予定表  

３日(水)  

４日(木)  

１３日(土) 園内研究会  

１９日(金) 避難訓練  

２５日(木) 誕生会  

   ８日、29 日… えいごであそぼう(ばら組) 

１日、22 日… えいごであそぼう(ふじ組) 

櫛原中職場体験 

8月 2０日(火)をもってプールあそび終了 

汗を流すためのシャワーは引き続きしていきますので、もも、ふじ、ばら組

さんは、タオルをビニール袋に入れて毎日持たせてください。水着はいり

ません。    (プールカードの記入は引き続きお願いします) 

 

※すみれ、たんぽぽ、さくら組の保護者の皆さん、毎朝の○×記入の 

ご協力ありがとうございました。 

お知らせ   8月 5日（火）は、筑後川花火大会です。 

お迎え時間帯は、保育園周辺の道路が渋滞しますので、いつもより

早めのお迎えをお勧めします。 

 ご注意を！  保育園周辺の道路は、一方通行箇所が多いです。

間違って逆走している車があるようですので、標識を 

  確認し間違いがないようにご注意ください。 

    

   「何でも親に頼ってばかり。このままで大丈夫？」４歳児の母 

 行動の意味：『もともとは過保護が大きな原因』 

    何をするにも「できない、ママやって！」、「わかんなーい」を連

呼。動作が鈍く、保育園に行く時も追い立てられるようにして家

を出ていきます。そんな子どもたちに共通しているのが、やる気

のなさ（意欲がない）。これは甘えとは違います。ただ、やる気が

ない子、とレッテルを貼るのはＮＧ。それよりも、何でやる気がなく

なってしまったのかを振り返る必要があります。多くは、何でも大

人が手を貸しすぎてやる気を摘んでしまったことに原因があり

そうです。そう、過保護が大きな原因です。失敗させないように

つい手助けしてしまったり、何かを決める時に親の考えを一方

的に押し付けいると、次第に自分で判断できなくなってしまい

ます。 

対応法：『“選択肢”を与えて、子どもに決めさせる』 

   子どもは本来、やる気のかたまり。やる気のなさを子どものせい

にせず、親自身が変わることからはじめましょう。何事も親の思い 

 を押し付けず、子どもの意図を聞き出して、子どもに判断させるこ

とが、もっとも大事です。その子が得意であったり、好きなものが

きっとあるので、そういうことを見つけてやらせることが、子どもの

自信にもつながります。また、ダラダラしている子やおっとりしてい

る子もやる気がないと見られがちですが、時間はかかってもちゃ

んとやり終えた時は、「できたじゃない！」と認めてあげましょう。 

個性を認めて伸ばしていく。それがやる気へつながっていくことも

あります。 「0歳児から 5歳児行動の意味とその対応」より 今井和子著 

 

保育園でも、「子どもたちに考えさせることばがけ」をしています。 

友だちや物事のトラブルが起きた時には、一つ一つ振り返りなが

ら原因を探っていきます。そうすると自分たちでどのようにしたら

いいのか、答えを導き出すことができます。このような経験を繰り

返していくと、「自分で挑戦してみよう」等の気持ちが形成され

ていくように思います。 

悩み 

お知らせ  新しい職員が仲間入りしました。 竹下ゆら保育士、   

延寿
えんじゅ

多美子保育補助、中園マリア保育補助。よろしくお願いします。 


